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タ イ の 伝 統 法*

『三印法典』の性格をめ ぐって

石 井 米 雄**

A Note on the Law of the Three Seals

Yoneo  Isun

   In Sukhothai inscriptions (1292-1536) and  Traipham  Phra 
Ruang (1345), the Thai word, thamnza, adopted from Skt.  dharma 
is used to mean  'the teachings of the Buddha',  'Buddhist 

principles', whereas in the Law of the Three Seals (1805) the term 
came to mean, in addition to its traditional, religious connotations, 

 `righteousness in accordance with Phra  Thammasat ,' the first 
book of the Corpus of 1805 or a Buddhistized  dharmaiastra. 
The innovation becomes clearer when the word is combined with 

yutti to make yuttitham which, in modern context, means  'justice'. 
The paper proposes to see this semantic change as a reflection of 
metamorphosis in the concept of law of the traditional Siam.

1. ｢イ'ン ド化｣と｢シ ンハ ラ化｣

2｡モ ー ン･ダ ンマ サ ッタ ンの 影響

3. thamma(タ ンマ)の 意 味 変化

 (1)ス コー タ イ刻文 のthamma.

 (2}『 三 界 経 』 のthamma

 (3)『 三 印法 典 』 のthamma

4. ｢紛 争 の調 停 者｣と して の 国王

5.｢立 法者｣と な った国 王

1.｢イ ン ド化｣と｢シ ンハ ラ化｣

,タ イの 伝 統 法 が,イ ン ド法 の影 響 を う けて成 立 した とい う事 実 を,は じめ て 実証 し

よ うと した 学 者 は 政 尾 藤吉 で あ る｡前 世 紀 末,シ ャム の近 代 刑 法典 草 案起 草 の た め,

法 律 顧 問 と して シャム に赴 い た政 尾 は,1905年,バ ン コク の｢シ ャム協 会｣(The Siam

Society)で 講 演 を行 い,今 日,『 三 印法 典 』 と して 伝 承 され て い るタ イ の伝 統 法 典 の

*本 稿は,昭 和55年 度国立民族学博物館共同研究｢東 南 アジァにおける慣習法の研究｣(研 究代

 表者:石 井米雄)の 成果 の一部である｡ 1
**東 南ア ジア研究セ ンター,国 立民族学博物館運営協議員
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内容1)を,つ ぎ の5項 目 につ いて 『マ ヌ法 典 』 と の比 較 を 試 み た｡政 尾 は ま ず 『三 印

法 典 』 の 冒頭 に おか れ た｢プ ラタ マ サ ー ト｣(Phra Thammas奇t)の 原 文 を 『マ ヌ法

典 』 と照 合 し,｢訴 訟 の原 因 とな る18の 項 目｣が 『マ ヌ法 典 』(VIII,4-8)と,｢プ ラ

タ マ サ ー ト｣の い ず れ に も見 出 され る事 実 を指 摘 した｡つ い で｢奴 隷 法｣(Laksana

That)を と りあ げ,同 法 に挙 げ られ た 奴 隷 の7種 類 と,『 マ ヌ法 典 』(VIII,415)の

そ れ との 同一 性 を 確 認 した｡さ らに｢証 言 法｣(Laksana Phayan)に 見 え る証 人 の非
                       

適格 要件 が,大 筋 に お いて 『マ ヌ法 典 』(VIII,64-68)の 記 載 に対 応 して い る事 実 を

見 出 し,ま た｢債 務 法｣(Laksana鼠Uni)の ふ た つ の規 定,す な わ ち,(11利 子 は 元金

の額 を超 え な い,(2)偽 って 己の債 務 を 否 認 す る者 に は,債 務 額 の2倍 の罰 金 が 課 され

る,と い う規 定 が それ ぞれ 『マ ヌ法 典 』(VIII,151,153お よび59)に 存 在 して い る

事 実 を つ きと めた｡政 尾 は これ らの対 応 に基 づ いて,タ イ の伝 統 法 が ヒ ン ドゥー法 系

(Hindu Law System)に 属 す る こ とが証 明 さ れ た と して い る[MAsAo 1905:15-

18]｡タ イ の伝 統 法 が イ ン ド法 と深 い 関係 にあ る こ とは,た とえ ば｢プ ラタ マ サ ー ト｣

とい う名 称 自身 もこ れ を示 唆 して い る とい え る｡Phra Thammasatを タ イ文 字 に し

た が って 転写 す れ ばvrah dharmagastraと な るが,こ れ は 正 に 『マ ヌ法 典 』 に よ っ

て 代 表 され る｢ダ ル マ シャ ース トラ｣ ,そ の もの に外 な らな い か らで あ る｡し か し政 尾

論 文 以 前 に は,法 の 内容 の対 応 を 具体 的 に検 討 して,両 者 の 関 係 を 実証 しよ う と した

者 は な か った｡そ の意 味 に おい て 政尾 の論 文 は,こ の 分 野 に おけ る先 駆 的業 績 で あ り

今 日で も しば しば 引用 さ れ て い る(た とえ ば[HOOKER 1978:32])｡し か し,い ま

か り にタ イの伝 統 法 と イ ン ド古 代 法 との間 に 関係 が存 在 す る と して も,政 尾 の挙 げた

5つ の 事 例 だ け で は両 者 の間 の直 接 的 関係 を証 明す る に十 分 と は いえ な い｡し か も政

尾 自身 も認 め て い るよ うに,両 者 の間 には一 致 点 と共 に不 一 致 点 も存 在 して い るの で

あ る｡た とえ ば,｢プ ラタマ サ ー ト｣と 『マ ヌ法典｣の 双 方 に見 出 され る とい う｢訴 訟

を提 起 せ しめ る18項 目｣に つ いて み て も,｢プ ラ タマ サ ー ト｣に は,こ の 他 さ らに 『マ

ヌ法 典 』 に はな い11の 項 目 が挙 げ られ て お り,合 計 で29項 目 と され て い る[MASAO

l905:15]｡ま た 『三 印法 典 』 所 収 の｢奴 隷 法｣に は,『 マ ヌ法 典 』 に は見 られ な い

｢使 うべ か らざ る6種 の奴 隷｣が 列 挙 され て い る｡証 人 非 適 格 者 の要 件 につ い て も,

｢証 言 法｣に は,『 マ ヌ法 典 』 に見 え る｢ヴ ェー ダ の学 習 者｣を 欠 き,後 者 に は な い

｢5戒･8戒 を守 らぬ 者｣を 挙 げ て い るな ど両者 の 間 に は重 要 な異 同が あ る｡と くに

この最 後 の事 例 は,ダ ル マ シ ャー ス トラを生 み 出 した バ ラモ ン教 的 枠 組 か らの 逸脱 を

1)『 三印法典』は,1805年,現 チャクリ王朝の創設者 ラーマ1世 王の命 により,当 時存在 して

いた アユタヤ朝以来 の古い法令･布 告 と,1世 王の布告 とを併せて集大成 した法典で,近 代法

が整備されるまで,唯 一の法律書 として永 く用い られていた[石 井 1969:155-178】｡
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示 す徴 表 と して 見 逃 す こ とは で きな い｡

 セ デ ス(G.Coedさs)は,後2世 紀 ごろ か ら,東 南 ア ジ ァの 各地 に,イ ン ド系 の 名

を もつ 王 が支 配 し,イ ン ドの慣 習,宗 教 を 採 用 した王 国 が成 立 した事 実 に着 目 し,こ

の事 実 を｢イ シ ド化｣(hindouisation)と い う概 念 を も って 統 一 的 に説 明 しよ う と し

た｡セ デ ス に よれ ば｢イ ン ド化｣と は,｢イ ン ド的 王 権 思 想 に基 き,ヒ ン ドゥー教 な い し

仏 教 儀 礼,プ ラー ナ神 法,ダ ル マ シ ャー ス トラの遵 奉 を 特 徴 と し,サ ンス ク リッ ト語 を

表 現 手 段 と して もつ,組 織 的文 化 の外 延 の拡 大｣で あ り,｢サ ンス ク リ ッ ト化｣(San-

skritisation)と も呼 ばれ る とい う[CoEDFs 1964:38]｡衆 知 の とお り｢イ ン ド化 さ

れ た諸 国｣は,数 多 くの サ ンス ク リ ッ ト刻 文 を 遺 した｡た とえ ばチ ャ ンパ ー,カ ンボ

ジ ア に 由来 す るサ ンス ク リッ ト刻 文 の数 は,登 録 され た もの だ けで も,500余 点 に上

って い る[石 沢 1979:49-86]｡し か しイ ン ド化 を特 徴 づ け る サ ンス ク リッ ト刻 文 の

製 作 は,14世 紀 を も って終 焉 に至 る｡チ ャ ンパ ー で発 見 さ れ た も っ と も後 世 の サ ンス

ク リッ ト刻 文 は1253年 の もの で あ り,カ ンボ ジ ァの そ れ も1330年 を 下 る こ とが な い

[CoEDEs l962:216;邦 訳159]｡カ ンボ ジア で は,す で に1308年 に,ス リラ ンカ 系 の

上座 部仏 教 の弘 通 を示 す パ ー リ語 の刻 文 が つ く られ て い る[CoEDEs l936:14-21;

石 沢1979:81]｡か つ て ア ン コー ルや チ ャ ンパ ー に,巨 大 石 造 建 築 群 を 生 み 出 した ヒ

ン ド ゥー教･大 乗 仏 教 は,13世 紀 を境 と して 衰 退 期 に入 り,代 って,パ ー リ語 を 宗 教

用語 とす る上 座 部 仏 教 文 化 が,か つ て の サ ンス ク リ ッ ト文 化 の地 位 に と って 代 るの で

あ る｡た しか に上 座 部 仏 教 もま た,イ ン ド文 化 の 所 産 の ひ とつ で は あ る｡し か し,も

しセ デ ス に従 い,｢イ ン ド化｣=｢サ ンス ク リ ッ ト化｣と す る な らば,そ の 中 核 とな る

宗 教 を 異 に し,言 語 を異 にす る東 南 ア ジア の上 座 部 仏 教 化 を,｢イ ン ド化｣と 称 す る こ

とは 適 当 で は な い｡わ れ わ れ は,上 座 部 仏 教 が ス リラ ンカで発 展 し,シ ンハ ラ人 に よ

って,パ ー リ語 を媒 介 と して 各 地 に伝 え られ た とい う歴 史 事 実 に着 目 し,13世 紀 以 降

の東 南 ア ジ ァ を 支 配 した イ ン ド文 化 の 新 しい 様 相 を｢シ ンハ ラ化｣(Sinhalization)

あ る い は｢パ ー リ化｣(Pali-ization)と 呼 ぶ こ と によ って,｢イ ン ド化｣の あ と に発 生

した 変 化 の意 義 を 明 確 に して お きた い と思 う｡13世 紀 に至 って よ うや く国 家 形 成 の段

階 に到 達 した タ イは,｢イ ン ド化｣で は な く,｢シ ンハ ラ化｣な い しは｢パ ー リ化｣さ

れ た 国 の ひ とつ で あ る｡こ の よ う に見 るな らば,さ き に言 及 した 政尾 論 文 の問 題 点 ば,

｢イ ン ド化｣と｢シ ンハ ラ化｣を 区別 せず,｢プ ラタマ サ ー ト｣を 無 媒 介 的 に 『マ ヌ法

典 』 と結 び つ け よ うと した 点 に 存在 す る とい う こ とが で き る｡｢プ ラ タマ サ ー ト｣は

｢イ ン ド化｣の 所 産 で はな く,あ くま で も｢シ ンハ ラ化｣に よ って 生 み 出 さ れ た法 な

の で あ る｡
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2.モ ー ン･ダ ン マ サ ッ タ ン の 影 響

 ｢プ ラタ マ サ ー ト｣と 『マ ヌ法 典 』 との 中 間 に,第3の 法 の存 在 を想 定 した 最初 の

学 者 は ウ ッ ド(W.A. R. Wood)で あ る｡1933年,ウ ッ ドはか れ の 『タイ 国史 』 の な

か で,16世 紀 の中 葉,ビ ル マ の タ ウ ング ー王 朝 の軍 勢 が ア ユ タ ヤ を攻 略 した の ち,15

年 に わ た り,ビ ル マ人 が アユ タ ヤ を支 配 した と き,｢ダ ム マ タ ッす なわ ちマ ヌ 法典｣

(the Dhammathat, Code pf Manu)が,ビ ル マ 人 を通 じて タ イ に導 入 され た と述 べ

て い る[WooD 1933:127]｡も しそ れ が 事 実 で あ る とす れ ば ア ユ タ ヤ に もた らさ

れ た｢ダ ム マ タ ッ｣と は,『 マ ヌ法典 』 そ の も ので はな く,ビ ル マ人 が,｢ダ ル マ シ ャ

ー ス トラ｣を モ デ ル と し,パ ー リ語 な い しビル マ 語 で 作成 した,い ず れ か のdham-

masatthamで あ った ろ う｡こ の ウ ッ ドの 所 説 は,標 準 的 な東 南 ア ジ ァ史 とさ れ るホ

ール(D .G. E. Hall)の 第4版(1981)に お いて も祖 述 され て い る[HALL l981:

292]｡

 この ウ ッ ド説 に対 し,フ ラ ンス の法 制 史 家 レェ ンガ(Robert Lingat)は ビル マ人

占 領 者 に よ って強 制 され た 法 を,タ イ人 が 独 立 回 復 後 も用 い続 け た と考 え るの は不 自

然 で あ る と して批 判 し,｢プ ラタ マ サ｢卜｣の パ ー リ語 の序 を論 拠 とす る,モ ー ン起 原 説

を 立 て た｡パ ー リ語 の序 に は2),｢ダ ム マ サ ッタ ン｣(Dhammasattham)は,も とマ ヌ

ーサ ー ラ仙 に よ り,根 本 語(パ ー リ語)で 説 示 され,師 資相 承 して ラー マ ンニ ャ の地 方

に至 って 確 立 した が,こ の国 す な わ ち シ ャム の人 び と に と って は 理解 が 困難 で あ るの

で,こ れ を シ ャム の言 葉 に移 す と記 され て い る｡レ ェ ンガ は この記 述 を事 実 と判 断 し

て,｢プ ラタマ サ ー ト｣の 直 接 の起 原 を モ ー ン語 の｢ダ ムマ サ ッタ ン｣と した の で あ る｡

 モ ー ン人 は,｢ダ ル マ シ ャー ス トラ｣の 影 響 を 受 け な が ら,モ ー ン語 あ るい はパ ー

リ語 で,数 多 くの 法典 を作 成 した｡そ の過 程 に お いて モ ー ン人 は,も と もと高 度 に,

バ ラモ ン教 的性 格 を も った イ ン ドの｢ダ ル マ シ ャー ス トラ｣か ら,そ の宗 教 性 を奪 い,

これ を 世 俗 法 化 す る と同 時 に,自 らの宗 教 で あ る仏 教 との 整 合 性 を維 持 す るた め,こ

れ に仏 教 的 潤 色 を 施 した3)｡モ ー ン人 の地 ラ ーマ ンニ ャデ ー サ は,ペ グ ー マ ル タバ

2)原 文以下のとお り

 Yari ca lokahitam  sattham Dhammasatthan ti  pakatam  bhasitam  Manusarena  millabhasaya 

 adito  paramparabhatam  dâni  Ramainiesu patitthitam  Ramaldiassa ca  bhasaya  duggälham 

purisen'iha  tasma, tam  Sämabhasaya racissan tam  suratha me ti
3)フ ォル ヒハ ンマ ー(E･Forchhammer)は,｢ダ ルマ シ ャー ス トラ｣が,7世 紀 か ら9世 紀 の間

に南 イ ン ドに おい て 仏教 化 されて"Buddhist Law of Manu"が 成 立 し,そ れ が の ちに 下 ビル マ

に もた らさ れ,モ ー ン人 に よ って受 容 さ れ た とい う仮 説 を 立 て た が,レ ェ ンガ はそ の 可能 性 を否

定 し｢ダ ルマ シ ャー ス トラ｣の 仏 教化 は モー ン人 の手 に よ る と主 張 して い る[LINGAT 1937:

12]｡
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ンな ど の あ る下 ビル マ に比 定 さ れて い るが,ナ コ ンパ トム,ロ ッブ リを 中心 とす るチ

ャオ プ ラヤ ー河 下 流 域 に も,7世 紀 に,ド ヴ ァー ラヴ ァテ ィ とい うモ ー ン人 の 国 家 が

存 在 して いた こ とが 知 られ て い る[HALL 1981:182-184]｡こ の地 域 に は,14世 紀

の 中葉 に至 って,タ イ人 の 国家 ア ユ タ ヤが 建設 さ れ る ので あ るが,レ ェ ンガ は,ア ユ

                               ロ

タ ヤ成 立 に先 立 つ 長 期 間 の文 化 接 触 の結 果,タ イ人 が モ ー ン人 に よ って伝 承 され て い

た｢ダ ンマ サ ッタ ン｣を 受 容 した と考 え る ので あ る[1･INGAT l 937:9-12]'｡

3.thamma(タ ン マ)の 意 味変 化

 こ こで少 し く本 論 を はな れ,タ イ の伝 統 法 が バ ラモ ン教 の文 脈 を はな れ,ど の程 度

仏 教 化 され て い るか を理 解 す るた め,サ ンス ク リッ ト語dharmaに 由来 す る タ イ語

thammaを と りあげ,こ の語 の多 義 性 を 歴 史 的 文献 につ いて 具体 的 に検 討 す る と と も

に,『 三 印法 典』 にお け るthammaの 用 例 と比較 して み よ う と思 う｡比 較 の た めの 資

料 と して は,ス コー タ イ刻 文 とス コー タ イ王 の作 と伝 え られ る『三 界 経 』(Trai Phttm)

を 用 い る こ と にす る4)｡

(1)ス コ ー タ イ 刻 文 のthamma

 タ イ語thammaは,ス コー タ イ刻 文 で はdharmmaあ るい はdharrmaと 書 かれ

る｡語 形 的 に はパ ー リ語dhammaで は な くサ ンス ク リッ ト語dharmaに 近 い｡タ

イ語 の最 古 層 を 示 す第1碑 文 が製 作 され た1292年 か ら,第14碑 文 の1536年 に 至 る約

250年 間 につ く られ た10点 の タ イ刻 文 の 中 か ら24個 のthammaの 用 例 が見 出 され る5)｡

語 義 の変 化 に注 意 しつ つ そ の用 例 を 見 る こ とに す る｡

i)狭 義 の｢仏 法｣の 意

4)ス コ ー タ イ 刻 文 の テ キ ス トに はG･Coedさs, Recueil des inscriptions du Siam, Premdere Partie:In-

scriptions de Sukhodaya. Bangkok,1924;Khanakammakゑn kanphicarana lae catphim ekasan

thang prawatisat, Samnak N昌yokrattamontri, P7励 π7π5吻`4ノ 罐Phak l.[Collected I皿scrip-

tions, Part l]. Bangkok,1978;Prachumε 泥δαΣ7甑Pha'k 3. [Collected Inscriptions, Part 3].

Bangkok,1978を 用 い,検 索 に はY･Ishii,0･Akagi, N･Endo(eds,)A glossarial index of the

Sukhothai inscriptions･Kyoto:Shoukadoh,1977を 利 用 した｡ま た 『三 界 経 』 の テ キ ス トに は

Ongkankha kh6ng Khurusapha, Traiphdim Phra Ruang肋 δπg Ph7妙4 Lithai[TraiphUm Phra

Ruang of King Phraya Lithai]Bangkok:Ongaknkha kh6ng Khurusapha,1963を 用 い, G,

Coed6s et C. Archaimbault, Les trois mondes(Traibhtimi｡Brah R,van), Paris:E. F. E.0.,1973

お よ びFrank E. Reynolds&Mani B. Reynolds, Three Werlds according to King Raang:AThai

Bqddhist Cosmologノ. Berkeley:Asian Humanities Press,1982を 参 照 した｡

 な お,『 三 印 法 典 』 の テ キ ス トに はOngkankha Kh6ng Khurusaphaの5冊 本 を 用 い,用 語

の 検 索 に はY.Ishii&S･Sugita(eds･)KJ411C lndex of the Laω of the Three Seals(未 定 稿)を 利

用 した｡

5) 1-3-15,1-3-16,1-4-14,1-4-27;2-1-37,2-1-38,2-143,2-2-8,2-2-81;3-1--55,3-1-57,

3-2-35,3-･2-45,3-246;5-2-15,5-3-13;8-4-3;9-3-30;11-2-18;14-1-30,14-1-35,14-2-

9;15-2-13;49-0-23 (数 字 は 刻 文 番 号 一 碑 面 一 行 を 示 す)
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  ``sadap thamma,'[5-3-13;14-1-一 一35;49-O-2 3]｢仏 法 を聴 く｣

  ``sUt thamma"[1-3-15;1-3-16]｢説 法 を 行 う｣

 さ ま ざ ま な仏 教儀 礼 に 際 し;説 法 者 の言 葉 と して具 体 的 に説 示 され るブ ッダ の教 説

と い う意 味 で あ る｡

ii) 広 義 の｢仏 法｣の 意

  chuai 70- thamma nai langkadi[pa][2-2-81]｢ラ ンカ ー島 の仏 法 の 興 隆 に 寄与

  す る｣

  chit chamnong chong thamma[1 5--2-1 2]｢そ の心 は仏 法 に帰 依 して い る｣

  loek sa-sanatlzamma nai phramahanakhδn singhala[11-2-1]｢シ ンハ ラの都 の

  聖 教 を賞 揚 す る｣

 i)の 事 例 よ り意 味 が 広 が り,｢仏 法｣一 般 を 意味 す る｡

iii)仏 教 的行 為 規 範 の意

  cho'P duai thamma[1-4-28]｢タ ンマ に適 って｣

  kratham∂06吻 伽 初祝α[9-3-30]｢タ ンマ に適 わ な い行 為 を す る｣

  kratham cho'P thamma dang an[3-2-45,46]｢こ れ らの(仏 教 的行 為 規 範 に照 し

  て 正 しい)原 理 に適 った 行 為 を す る｣

iv) 意味 が弱 ま り,仏 教 的 正 しさ を意 味 す る形 容 詞 と して用 い られ る場 合

  rU bun ra tham[ma][1-4-14;2-1-38;3-1-55;3-2-35]｢功 徳 を 知 る｣

  kratham bun kratham tham[ma][2-1-43]｢功 徳 を積 む｣

 直 訳 す れ ば｢功 徳 を知 り(行 い)仏 法 を知 る(行 う)｣ど な るが,対 句 の第2要 素 と し

て のthammaに 独 立 の 意 味 を与 え る よ り,む しろ第1要 素 のbun(pufifia)が 仏 法 の

原 理 に適 って 正 しい こ とを示 す 修 飾 語 と して 考 え られ る｡

 つ ぎ の事 例 で はthammaの 形 容 詞 化 はよ り明 確 で あ る6)｡

  kratham buntham[ma][3-1-57;5-2-15;8-4-3]｢功 徳 を積 む｣

(2)『 三 界 経 』 のthamma

 現存 す る 『三 界 経 』 の写 本 は,18世 紀 末 に 作成 され た もので あ るが,原 本 は ス コー

タ イ王 プ ラヤ ー･リ タ イ の筆 に な る も ので,1345年 頃 の完 成 と されて い る[REyNOLDS

1982:5-7,37-41]｡

 『三 界経 』 の 中 で使 用 され るthammaの 用 例 は,ス コー タ イ刻 文 にお け る用 例 と

比 べ て 大 差 は な い｡

 6)A･B･Griswoldら は,3-2-35に 見え る``rU bun rU tham[ma]"を``do what is right"と 訳

 し,``Literally ̀know merit and know the Dharma'"と 注記 して いる[GRiswoLD and PRAsERT

 1973;109]o

23



国立民族学博物館研究報告  8巻1号

i) 狭 義 の｢仏 法｣の 意

  fang thamma- thesana[P.94]｢説 法 を 聴 く｣

  nang yU fang thamma[P.180]｢一 同 上 一｣

ii)広 義 の｢仏 法｣の 意

  nakprat phU ru thamma[P.94]｢仏 法 を 知 る 賢 者｣

  hai瓶thamma[P.111]｢仏 法 を 知 ら しめ る｣

iii)仏 教 的 行 為 規 範 の 意

  mi chop thamma[P.111]｢タ ン マ に 適 わ ず｣

  mi pen thamma[p.60]｢一 同 上 一｣

  sangson dedi thamma[p. l l l]｢タ ン マ に 従 っ て 教 誠 す る｣

iv)bun(功 徳)の 修 飾 句 と して

  ru chak bun瓶chak tham[ma][P.36]｢功 徳 を 知 る｣

  tham bun lae tham[ma]lae tham kuson[=kusala][p.111]｢功 徳 を 積 む｣

 しか し,つ ぎの 用例 は ス コー タ イ刻 文 に見 当 らな い も ので あ る｡

  mi sin mi thamm[ma][P.81]｢戒 を 保 ち仏 法 を 保 つ｣

sinは パ ー リ語silaの タ イ託 音 で,ス コ ータ イ 刻文 で は,在 家 戒 を 意 味 す る場 合[1-

2-9,1-2-12]と,出 家 戒 を意 味 す る場 合[2-1-45,3-1-40]と が あ る｡こ の用 例 は前

掲 のrU chak bun ra chak tham[ma]か らの類 推 で, sinの 正 しさを 示 す修 飾語 で

あ る と考 え られぬ こと もな い が,一 応 レイ ノル ズ お よ び セ デ ス の見 解 に従 い,独 立 の

意 味 を もつ語 と して お く7)｡s

 代 表 的 な歴 史 的 文 献 にあ らわ れ たthammaの 用 例 は以 上 の と お りで あ るが,こ こ

で 『三 印法 典 』 に もど り,同 法 典 中 でthammaが ど の よ うに使 用 さ れ て い る か を検

討 して行 くこ とにす る｡

(3)『 三 印 法 典 』 のthamma

 『三 印法 典 』 の 中 に は,thammaの 用 例 がユ42例 見 られ る'｡こ れ らの用 例 は,上 に

検 討 した ス コータ イ刻 文 お よ び 『三 界 経 』 の事 例 と類 似 して い るが,仏 教 の文 脈 を は

な れ て｢公 正,正 義｣を 意 味す る現 代 的 用法 へ の発 展 を 示 唆 す る用例 も見 られ る｡

i)狭 義 の｢仏 法｣の 意

  phu samdaeng lae phU fang thamma[Kot Phrasong l]｢説 法 者 と法 を聴 く者｣

  sadap fang phra thamma thesana[Phraratchakamnot Mai 33]｢仏 法 を聴 く｣

7)セ デス らの仏訳,レ イノルズの英訳 は以下の とおり｡

  [tous]observent les pr6ceptes, Ia loi,_[CoEDEs and ARcHAIMBAuLT 1973:78];[the people]

 have the moral precepts and the Dhamma[REYNoLDs l982:124].
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 これ らの用 例 と似 て い る が,僧 職 者 の資 格 と して の仏 教 々理 と い う,特 殊 な 意 味 を

もつ の が つ ぎの 用例 で あ る｡

  samanera吻 伽 〃2〃2σ[Na Thahan Hua MUang 27]｢教 法 の 知識 あ る沙 弥｣

  phiksu吻thamma[ibid.]｢教 法 の知 識 あ る比 丘｣

  phrakhrU rtz thamma[ibid.]｢教 法 の知 識 あ る プ ラ クル ー｣8)

  tapa khao ra thamma[ibid.]｢教 法 の 知 識 あ る白衣 の行 者｣

ii)広 義 の｢仏 法｣の 意

  tang chai ao thammaω δ6航chong thiang thae[Tralakan 36]｢決 意 して仏 法

  の教 え に正 し く した が う｣

  sawaeng ha sUng khgo-ng thamma[;nthaphat 3]｢｢仏 法｣の 道 を尋 ね求 あ る｣

  phU son.a thamma an prasoet[Rap F6ng 32]｢勝 れ た仏 法 の護 持 者(で あ る 国

  王)｣

iii)仏 教 的行 為 規 範 の意

  liang chiwit phit thamma[Kot Phrsong 6]｢仏 道 に もと る生 活 を お くる｣

  nakprat ratchabandit an yU kae thamma[Phayan 1]｢仏 道 に随 う賢 者｣

 基 本 的 に は仏教 に基 づ く行 為 規 範 で はあ るが,意 味 内 容 が よ り広 くな り,し だ い に

世 俗 的 意 味 を 増 して い る｡ 『三 印 法 典 』 の用 例全 体 で は こ の カ テ ゴ リー に属 す る例 が

圧 倒 的 に多 い｡

  phicharana mαi pen sat mαi pen tham[ma][Prakat Phraratchaprarop]｢真 実 に

  も と りタ ンマ に も と る審 理 を行 う｣

  bangkhap khadi〃mi pen thamma[Phra Thammas5t 4]｢タ ンマ に も と った仕 方

  で 訴 え を 裁 く｣

  mi dai liang ying do-i thamma[Phua Mia 55]｢妻 を タ ンマ に随 って 養 わ な い｣

  hai liang du luk mia…chong chop doi thamma[Phua Mia 74]｢妻 子 を タ ンマ

  に随 って 養 うべ し｣

  pramun phraratchasap khun phrakhlangduai chop thamma[Prharatchakam-

  not Kau 42]｢(徴 税 請 負 人 が)タ ンマ に随 って請 負 った(額 の)税 を 王 庫 へ もた

  らす｣

iv)yutと 共 に語 句 を つ く る場 合

  yutは,パ ー リ語yutti(相 応,正 当)の タ イ語 形 で,｢正 しさ,ふ さわ しさ｣を

意 味 す る｡thammaがyutと 共 に対 句 を つ くる場合,そ の 仏教 的性 格 は い っ そ う

 8)ビ クの位階｡
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 弱 ま るよ うに思 わ れ る｡

  hai phich乱ran蕊tae dδi sat dδi ching hai pen 2ut pen tham[ma][Phraratcha-

  kamnot Kau 27]｢真 実 に審 理 し,公 正 な ら しめ る｣

  phicharana mi pen yut pen tham[ma][Phraratchakamnot Kau 19]｢公 平 を 欠

  く審 理 を行 う｣

v)yuttitham(公 平,公 正)と い う複合 語 を つ くる場 合

 上 述 したiv)の 形 は,さ らに進 ん でyuttithamと い う複 合語 をつ く る｡こ の複 合

語 はス コ ータ イ刻 文 に は見 え て いな い｡ま た サ ンス ク リ ッ ト語,パ ー リ語 に もyukti-

dharmaな い しyutti-dhammaと い う結 合 は な い ら しい｡1854年 発 行 のパ ル ゴ ァ の

辞 書9)はyuttithamを 収 録 し,こ れ にscientia vera;science vraie, parfaite;true,

perfect scienceと い う訳 語 を与 え て い るが,文 脈 が与 え られ て い な い た め意 味 は 明確

さを 欠 く｡こ の語 は,現 代語 の 文 脈 で は,ま っ た く宗 教 的 ニ ュァ ンス を持 た な いjUS-

ticeに あた る語 と して用 い られ る[McFA肌AND l 941:678;HAAs 1964:434]｡た

だ,1865年 発行 の語 彙 集10)に は,justiceの 訳 語 と して この語 が挙 げ られ て い な い と

こ ろか ら想 像 す る と,yuttithamが 完全 に宗 教 性 を失 うの は,か な り後 の こ と と考 え

られ る｡

  sUng sawoei ratchasombat tang yit nai yuttitham[Phraratchakamnot Mai 9]

  ｢即 位 してyuttithamの 中 に お わす(国 王)｣

  phraratchakrUsadika an than kl-au wai dodi yuttitham[Tralakan前 文]｢公 正

  にお 定 め に な った勅 令｣

  yang ha pen 2ecttitham mai[Uthdn 22]｢公 正 で はな い｣

  bok hai chdt chamloei rU hen phit lae ch6p doi yuttitham[Atchay議Luang

  l44]｢原 告 と被 告 に対 し,公 正 に 申 し渡 して 正 邪 の別 を知 ら しめ る｣

 以 上 『三 印法 典 』 に あ らわ れ たthammaの 用 例 を検 討 して来 た が,こ れ を要 約 す

れ ばつ ぎの よ うに な ろ う｡す な わ ちthammaは 『三 印 法 典 』 に お い て は,

  (1)狭 義 の仏 法

  (2)広 義 の仏 法

  (3)仏 教 的行 為 規 範

  (4)仏 教 的行 為 規 範 に照 した 正 しさ

  (5)公 正,公 平

9)D.J, B. Pallegoix,1)ictionarium Linguae Thai sive siamensis interpretatione Latina, Gall加6♂ ∠4π9-

 lica. Paris,1854.

10)Anonym., Eng9勲and Siamese Vocabular2. Bangkok Mission Press,1865.
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を意 味 す る語 と して用 い られ て い る｡こ こで 問題 とな る の は(5)の｢公 正,公 平｣の 規

準 で あ るが,そ の 回答 の 手 が か りは つ ぎ の用 例 の中 に見 出 され る｡

  d6i kh1ong yuttitham tam Phra Thammasat[Inthaphat 1]｢プ ラタマ サ ー トに従

  って公 正 に｣

  mi dai winitchai kho khadi doi yuttitham prapheni tam khamphi Phrapthammasat

  [Phra Thammasat l l]｢プ ラタ マ サ ー トに従 った公 正 な裁 判 を 行 わ な い｣

 2番 目の例 文 に見 え るkhamphiは｢聖 典｣を 意 味 す るの で,い ず れ も｢プ ラタマ

サ ー トに従 って｣と な り,『 三 印 法 典 』 に お け る｢公 正｣な い し｢公 平｣の 規 準 は,｢プ

ラタ マ サ ー ト｣に お か れ て い る こ とが 諒解 さ れ る｡そ れ ゆ え わ れ わ れ の つ ぎ の作 業 は,

タ イ の伝 統 法 に おい て,｢プ ラタ マ サ ー ト｣が ど のよ うな性 格 を もち,ど の よ うな 位 置

を 占 めて い るか を検 討 す る こと とな る｡

4.｢紛 争の調 停者｣と な った 国王

 『三 印 法典 』 巻 頭 の書｢プ ラタ マ サ ー ト｣に は,｢プ ラタ マ サ ー ト｣の 由来 を記 した

つ ぎ の説 話 が収 め られ て い る｡

  ｢大仙 Phromthewarifsiは, Nang Kinnariを 妻 としてPhatthrakuman, Man6sanと いう2

 児 をもうけた.長 じるにおよびこの2人 はMahasommutirat王 に仕え,裁 判を司 る高 官 とな

 った｡

  あるとき,う りの蔓が延 びて畑の境界 を越 え,隣 人の畑の 中に実を結んだところ,畑 の持主

 の間に紛争が発生 し,Manosanが その裁定にあた ることにな った｡ Man6sanは,う りの所有

 権が,実 際 に実 の成 った畑 の持主 に帰 す ると裁定 したが,当 事者 の一人 はこれを 不服と し,

 Mahasommutirat王 に上訴 した.王 は廷臣に命 じ,蔓 をた ぐってその根元を調べ させその位 置

 が,う りの実を結んだ畑の境界を越えている ことを確認す ると,実 の所有権は,う りの楳 が存

 在する畑の所有者 に帰属すべ しという裁定を下 して双方を満足させ,紛 争を解決 した｡自 らの

 判決を覆 されたManosanは 己の不徳を恥 じ,隠 者 とな って修行 に専念 した｡や がて5通･8

 禅定 の秘法を達成 したMan6sanは,神 通力によ って空中を飛翔 し,宇 宙の果て に至 ると,眼

 前にそそ り立つ鉄 囲山の山壁に,｢プ ラタマサー ト｣の 文言が,巨 象 のよ うな大文字を もって,

 パー リ語で 記 されて いるのを見た｡Manosanは その文言 を しっか りと心に刻 みつけると,ふ

 たたび空中を舞 って国へ帰 り,記 憶 した文言をもとに｢プ ラタマサー ト聖典｣を 著わ した｡｣

 (Phra Thammasat 4)

 この説話の重要性は,法 の文言が,宇 宙の辺際に立つ鉄囲山の山壁に記されている

という神話を物語ることによって,｢プ ラタマサー ト｣の 永遠性を強調 し,その地上性

を否定しようとしている点にある｡｢プ ラタマサー ト｣は,地 上を支配す る人間の王に

よって制定された法ではない｡そ れは時間･空 間を超越する存在であり,普 遍妥当性

をもつ規範である｡王 は立法者ではな く,｢プ ラタマサート｣を 解釈 し,その原則を現
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実 の 訴 訟 事 件 に適 用 して当 否 の判 定 を行 い,紛 争 を解 決 す る こ とに よ って王 国 の秩 序

と安 寧 を維 持 す る役 割 を担 う人 で あ る｡イ ン ドに その 起 原 を もつ この法 観 念 は,ま ず

｢イ ン ド化｣さ れ た 東 南 ア ジ アの諸 国 に受 容 され た が,そ の根 本 思 想 は｢シ ンハ ラ化 上

によ って も影 響 を うけ な か っ た11)｡王 の 下 す と ころ の判 定 は,｢プ ラタ マ サ ー･…ト｣の

もつ 不 変 性 を 欠 い て い る｡こ の点 に 関 し,『 三 印 法 典 』 所収 の｢36条 律｣の 序 文 の 内

容 は 示 唆 的 で あ る｡そ こに は,裁 判 を 司 る16人 の高 官 が協 議 を 行 った 結 果,先 王 の定

め た42条 の規 則 の うち,6力 条 を 廃 止 す る こ と と した ので,残 りの36条 につ い て王 の

裁 可 を 仰 ぎた い との文 言 が見 え る｡王 位 の継 承 に 際 し,法 律 を 再 検 討 す る慣行 は,タ

イ語 でchamra kotmaiと 呼 ばれ る｡chamraと は｢洗 い浄 め る｣と い う動 詞, kotmai

は｢定 め られ た 規 則｣を 意味 し,現 代 語 で は法律 と同義 に用 い られ て い る｡先 王 の定

めた 規 則 も,王 の 死 後 は,後 継 者 の手 で｢洗 い浄 め｣ら れ,改 廃 さ れ るので あ る12》｡

こ め こ と は,王 の 交 代 に 際 し,す べ て の官 吏 が新 王 に よ り,あ らた めて 再 任 され な け

れ ば な らな い と い う慣行 と も符 合 す る[LINGAT I 950:26]｡し か しな が ら, chamra

kotmaiの 慣 行 は,王 位 の在 位 期 間 中 にお け る勅 命 の効 果 を い さ さか も減 ず る もの で

な い こ と もまた 同 時 に強 調 して お く必要 が あ る｡

5.｢立 法 者｣と な っ た国王

 具 体 的紛 争 の処 理 に際 し,国 王 が｢プ ラタ マ サ ー ト｣の 原 則 に従 って 判 定 を 下 す 技

術 は｢ラ ー チ ャ ー サ ー ト｣(Rachasat)と 呼 ばれ る13)｡こ の 語 はま た,｢プ ラタ マ サ ー

トと ラー チ ャー サ ー トに従 って 審 理 す る｣[Uthon 9]と い う｢訴 訟 法｣の 記 述 か ら

も明 らか な よ うに,国 王 の 下 した判定 そ の もの を指 す こ と もあ る｡わ れ わ れ は,『 三

印 法 典 』 の 中 で｢プ ラタ マ サ ー ト｣と｢ラ ー チ ャー サ ー ト｣の 両 語 が併 記 され る事 例

に しば しば遭 遇 す る｡こ れ は,本 来｢プ ラタ マ サ ー ト｣の 具体 的 適 用 の事 例(判 例)

にす ぎな い｢ラ ー チ ャーサ ー ト｣が,タ イ に お い て は｢プ ラ タマ サ ー ト｣に 比 す べ き

重 要 性 を付 与 さ れ て い る こ とを 示 唆 す る もの と考 え られ る のだ が それ は何 を 意 味す る

のだ ろ うか｡

11)同 じく｢シ ンハ ラ化｣し た ビルマで作成 された ワガル王の｢マ ヌ･ダ ンマサ ッタ ン｣(King

 Wagaru's Manu Dhammasattham)に も同 じ神話が載 っているが,タ イの｢プ ラタマサー ト｣

 のそれよ りも簡略である[WAGARU 1963=1]｡
12)『三印法典 』 もまた同様の手続 によってchamraさ れた結果成立 した法典であ る｡そ の経緯

 は,判 事 と不義 を働いた人妻の離婚 申立を正 当とする規定が現行 の規定 にあることを不服 とし

 ･たプーマ1世 が,当時用い られていたすべて の法律の見直 しを命 じたことに発 している[『三印

 法典』序]｡
13)サ ンスク リッ ト語rajaSastraの タイ詑 音｡ビ ルマで は,パ ー リ語r寧satthamか ら変化 した

 yaza thatが 用い られてい る[LINGAT I 950:18]｡
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 ｢プ ラタ マ サ ー ト｣に はmUla khadiとsakhakhadiと い うふ た つ の カ テ ゴ リー の

存在 が指 摘 さ れて い る｡前 者 は｢根 本事 項｣,後 者 は｢派 生 事 項｣と 訳 す こ とが で き る｡

｢根 本 事 項｣は,も と も と｢プ ラタマ サ ー ト｣に 明示 され て い るカ テ ゴ リーで,前 述

した29項 の訴 訟 の項 目14}を 指 す｡そ れ に対 して｢派 生 事 項｣は 国 王 に よ る具体 的 裁 決

の 判例 を意 味 す る｡当 然 の こ とな が ら後 者 は 数 も多 く,内 容 も多 岐 に わ た る｡

 と ころで 『三 印 法典 』 を,そ の形 式 に則 して分 析 してみ る と,つ ぎ の よ うな 三 部 構

成 を と って い るこ とが わ か る｡

A

Phra 
 Thammasât

B

"Phra  Ayakän"

C

Xot 
 Phrardtchaban'yat 
 Phrara.tchakamnot

『三印法典』 の構成

Aは｢プ ラタ マ サ ー ト｣で あ る15》｡注 目 した いの は,ビ ル マ のWagaru Manu

Dhammasatthamな ど と比 較 して,タ イ の｢プ ラタ マ サ ー ト｣が きわ め て短 い こ と

で あ る｡中 心 的 な 部分 の 内容 は,実 質 的 に は 目次 と言 え る ほ どに 簡 略化 され て しま っ

て い る｡

 Bの 部分 に は,原 則 と してPhra Ayakan Laksana_と い う標 題 の下 にま とめ られ

た諸 規 定 が納 め られ て い る｡特 徴 的 な こ と は各laksallaの 冒頭 に,こ れ もま た原 則

と して で は あ るが,｢プ タ タ マ サ ー ト｣に 示 され た｢根 本 事 項｣が パ ー リ語 で 引 用 され

て い る点 で あ る｡(た とえ ば｢奴 隷 法｣で はdasi ca dasamと い う言 葉 が29項 目の

mUlakhadi(パ ー リ語malagati)の 中 か ら引用 さ れ て い る な ど)各1aksanaの 内部

は,そ れ ぞれmatra nUng(一 条)と い う語 に導 か れ る一 般 規 定 か ら成 り立 って い る｡

B全 体 か らは,ビ ル マ のWagaru Manu Dhammasatthamに 似 た 印象 を う け る｡

ちな み にBは 『三 印法 典 』 全 体 の約60%を 占 め て い る｡

 Cは 判 例 集 で全 体 の 約35%に あた る｡Kot Phrasong(サ ンガ 令), Kot 36 Kh6

(36条 律)と 呼 ばれ るふ た つ のkot(掟,定 め),1編 のPhraratchaban'yat(勅 令),

新 旧 ふ たつ のPhraratchakamnot(勅 掟)を 含 む｡ Bの 各laksanaの よ うな,ひ とつ

ひ とつ の規 定 がmatra nUngに 導 か れ て いな い こ と,す べ て の規 定 がkot hai wai

(定 め 給 う),rapsang hai wai(仰 せ 出 さ る)で 結 ば れ,そ の あ と に必 ず 日付 が付 さ

れ て い る点 に特 徴 が 見 られ る｡

14)お そ らくは第2の 書Inthaphat(イ ン ドラの言)も ここに含めてよいであろう｡

15)｢プ ラタマサー ト｣は,こ の28項 目のほか,訴 訟手続 に関する10項 目を別揚 して いるので｢根

 本事項｣は 合計39項 目となる[LINGAT l 951:182]｡
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 以 上 を 総 合 す る と,A→B→Cの 方 向 に具 体 性 が増 大 し,逆 の 方 向 に 向 って抽 象 性

が増 大 して い る こ とが 明 らか にな る｡記 述 の仕 方 につ いて み て も,Aで はパ ー リ語 が

頻 出 し,タ イ語 は そ の翻 訳 と い う印 象 を与 え るの に対 し,Bは,冒 頭 の部 分 にパ ー リ

語 の 引用 を の こす 以 外,全 体 と して タ イ語 に よ る,一 般 的妥 当性 を も った規 定 の集 成

の形 を と って い る｡Cで は,ま ず勅 令 を定 め るに至 った そ れ ぞれ の経 緯 が語 られ,つ

いでtae ni sup pai(こ れ よ り先)と い う言 葉 に続 い て勅 令 の内 容 が提 示 さ れ,制 定

の 日付 で結 ば れ る と い う形 式 を 貫 い て お り,そ の内 容 は きわ め て具 体 的 で あ る｡

 こ う した 『三 印法 典 』 の形 式 面 で の相 違 か ら,レ ェ ンガ は次 の よ うに推 論 す る｡

 (1)タ イ 国王 は,紛 争 の 最 高 調停 者 と して,｢プ ラタ マサ ー ト｣に 基 づ いて 審 理 し,

裁 定 を 下 し,そ の判 例 をkot, phraratchaban'yat, phraratchakamnotな ど の形 で記

録 せ しめ て い た｡

 (2)あ る 時代 に,こ れ らの 判例 の一 部 が そ の特 殊性 を す て,一 般 的 妥 当 性 を もつ形

に書 き換 え られ た｡

 (3)こ の よ うに書 き換 え られ た規 定 は,｢プ ラタ マ サ ー ト｣の｢根 本 事 項｣の い ず れ

か に分 類 され,そ れ ぞ れ のlaksanaの 中でmatraの ひ とつ とな った｡

 (4)こ の手 続 に よ って,国 王 の下 す 判決 が,｢プ ラタ マ サ ー ト｣に 合 体 し,｢プ ラタ

マ サ ー ト｣の 権 威 の下 に法 規 範 と して 確 立 す る に い た る｡

 レェ ンガ は以 上 の推 論 か ら,タ イ に お いて 国 王 は実 質 的 な 立法 者 に近 づ い た と結 論

して い る[LINGAT 1950:28]｡

 タ イ語 の｢プ ラ タマ サ ー ト｣を 読 ん で奇 異 に感 じられ るの は,前 述 した そ の 短 か さ

で あ る｡し か し も し レェ ンガの この 推論 に誤 りが な けれ ば,｢プ ラタ マ サ ー ト｣の｢目

次 化｣は いわ ば必 然 で あ った とい え よ う｡な ぜ な ら 『三 印 法 典』の6割 を 占め る"Phra

Ayakan"が｢プ ラタマ サ ー ト｣の 実質 部 分 に と って 代 る こ とが で きた か らで あ る｡

いま や タ イ国 王 に と って 必 要 な の は,｢プ ラタ マ サ ー ト｣と い う名 とそ の権 威 の み とな

った とい え よ う｡さ らに言 え ば,｢プ ラタマ サ ー ト｣に お け る訴 訟 項 目が,｢ダ ル マ シ

ャ ース トラ｣の18か ら29へ と増 や され た こ とさ え も,こ う した変 容 の一 環 と して 理 解

で き るの か も知 れ な い｡前 掲 の図 に おい て,ひ とた びC→B→Aの 回 路 が 開 か れ れ ば,

Aに は た だCに 正 統 性 を 付 与 す る役 割 だ け が期 待 さ れ る こ とに な り,し た が っ てC

の要 請 に よ ってAの 内容 が 増 広 され る とい う,イ ン ドで はま った く考 え られ な い事

態 が 起 って も不 思議 で は な い か らで あ る｡

 わ れ わ れ は さ き に政 尾 の論 文 が,タ イ の｢シ ンハ リ化｣を 無 視 して｢プ ラタ マ サ ー

ト｣を｢イ ン ド化｣の 文 脈 で と らえ よ う と して い る点 を 批 判 した が,さ らに検 討 を 加
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え る こと に よ って 『三 印法 典 』 に お け る｢プ ラタ マ サ ー ト｣が,バ ラモ ン教 か ら仏 教

へ とい う,宗 教 の 交 替 に適 応 して 生 じた 変 化 以 上 に,大 き くそ の意 義 を変 化 させ て し

ま って い る こ とを 知 るの で あ る｡

 残 念 な こ とに,現 代 の わ れ わ れ に と って,タ イ の 伝 統 法 につ いて 知 る手 が か りは

『三 印 法 典』 しか残 され て い な い16)｡ラ ー マ1世 王 に よ るchamra kotmaiは,わ れ

わ れ の手 か らそれ 以 前 の法 制 史 料 を奪 って しま った｡『 三 印法 典 』 の よ うな｢法 典｣が,

ラタ ナ コー シ ン期 以 前 の タ イに は た して存 在 した の か ど うか さ え,現 在 の と ころ確 認

す る確 実 な手 段 は ない｡し か しな が ら 『三 印 法 典 』 自体 の 内 的批 判 はま だ ほ とん ど行

わ れ て いな い と言 って よ い｡た とえ ば｢プ ラタ マ サ ー ト｣に 見 え るmUlakhadiと 各

Phra Ayakanと の,テ クス トに 即 した厳 密 な対 応 の検 討作 業 さ え まだ 試 み られ て は

い な い｡『 三 印法 典 』KWIC Indexの 完 成 は,こ う した テ キス トの 内的 批 判 の 手 続 を

大 巾 に簡 便 化 し作 業 を促 進 させ る もの と期待 さ れ る｡

 こ う した テ キス トの文 献 学 的 研 究 と平行 して,『 三 印法 典 』 が作 成 され た1805年 を

中心 に,法 典 編 さん に至 る過 程 を め ぐる歴史 的状 況 の研 究 を さ らに 推進 させ る必 要 が

あ ろ う｡同 様 に｢シ ンハ ラ化｣し,同 様 に モ ー ン人 か ら仏 教 的 に 改作 さ れ た｢ダ ル マ

シ ャー ス トラ｣す なわ ちdhammasatthamを 受 容 しな が ら,な に ゆ え に タ イ に お い

て の み｢プ ラタ マ サ ー ト｣が そ の意 味 を 独 自な方 向 へ と変 化 させ た の か を 理解 す るか

ぎは,同 時 に,ラ タナ コー シ ン王 朝 の性 格 を と くか ぎで あ る よ う に思 わ れ るの で あ る｡
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